
設問① ＜基本属性について＞

設問① 選択肢

①性別について教えてください □男性 □女性 □その他

②年齢について教えてください
□１０歳未満 □１０代 □２０代 □３０代 □４０代 □５０代
□６０代 □７０代 □８０代 □９０代以上

③居住地について教えてください □市内在住 □市外在住

④居住年数について教えてください
※松戸市に居住している場合回答

□１年未満 □１年以上５年未満 □５年以上１０年未満
□１０年以上 □２０年以上 □３０年以上

⑤職業について教えてください
□学生 □会社員 □公務員 □自営業 □パートアルバイト
□専業主婦 □無職 □その他

⑥家族構成について教えてください
□１人暮らし □夫婦のみ □こどもと同居 □親と同居
□３世代同居 □その他

⑦このアンケートをどこで知りましたか
※複数選択可能

□市の広報紙（広報まつど） □松戸市ホームページ
□松戸市公式SNS（X・LINE・facebook） □チラシ・ポスター
□地域自治会町内会からの連絡 □友人知人からの情報
□学校等からの案内 □その他（自由記述）

設問② ＜松戸市虐待防止条例に対する市民の認知度に関する設問＞

設問② 選択肢

①松戸市虐待防止条例を知っていますか □知っている □知らない

②松戸市虐待防止条例をどこで知りまし
たか（上記の設問で「知っている」と
回答した場合のみ回答）

※複数選択可能

□市の広報紙（広報まつど） □松戸市ホームページ
□松戸市公式SNS（X・LINE・facebook） □チラシ・ポスター
□地域自治会町内会からの連絡 □友人知人からの情報
□学校等からの案内 □その他（自由記述）
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設問③ ＜市民の虐待に対する認識に関する設問＞

設問③ 選択肢

①虐待の防止に興味関心はありますか □とても関心がある □ある程度関心がある □あまり関心がない □全く関心がない

②あなた自身が虐待と思う場面を目撃
した時、通報する（努力）義務があ
ることを知っていますか

□知っている □聞いたことはあるが詳しくは知らない □知らない

③あなた自身が虐待と思う場面を
目撃した時の相談先を知ってい
ますか

□知っている □聞いたことはあるが詳しくは知らない □知らない
※児童虐待の相談先（こども家庭センター、児童相談所）
障害者虐待の相談先（障害福祉課、松戸市障害者虐待防止・障害者差別相談センター）
高齢者虐待の相談先（地域包括ケア推進課、地域包括支援センター）
施設従事者虐待の相談先（指導監査課）

④あなた自身が虐待と思う場面を目撃
した時、どなたに相談しますか

※複数選択可能

□家族や親族 □友人 □学校の先生 □会社の上司・同僚 □児童相談所
□行政の相談窓口 □地域包括支援センター □基幹相談支援センター
□松戸市障害者虐待防止・障害者差別相談センター □警察 □福祉・医療機関
□地域の民生委員や自治会 □インターネットやSNS上の相談窓口
□誰にも相談しない □その他（自由記述）

⑤あなた自身が虐待と思う場面を教え
てください

※複数選択可能

□こども・高齢者・障害者への叩く、蹴る、暴力など
□こども・高齢者・障害者への怒鳴る、暴言、無視する、差別的言動、こどもの目の前で
夫婦喧嘩など

□こども・高齢者・障害者への食事等を与えない育児放棄、介護放棄、適切な受診をしな
いなど

□こども・高齢者・障害者へのわいせつな行為など
□高齢者・障害者への金銭を不当に使用・管理されるなど
□どれも該当しない

⑥あなた自身が虐待と思う行為を受け
た時、どなたに相談しますか。

※複数選択可能

□家族や親族 □友人 □学校の先生 □会社の上司・同僚 □児童相談所
□行政の相談窓口 □地域包括支援センター □基幹相談支援センター
□松戸市障害者虐待防止・障害者差別相談センター □警察 □福祉・医療機関
□地域の民生委員や自治会 □インターネットやSNS上の相談窓口
□誰にも相談しない □その他（自由記述）
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設問④ ＜松戸市虐待防止条例を知ってもらうために効果的な取組に関する設問＞

設問④ 選択肢

①虐待防止に関する市民向けの講演
会が開催されていることを知って
いました

□知っていた □知らなかった

②今後、虐待防止に関する講演会等
に参加してみたいと思いますか

□ぜひ参加したい □どちらともいえない □参加したくない

③虐待の防止を推進するためにどの
ような取組が必要だと思いますか

※複数選択可能

□市民への啓発・広報活動の強化（ポスター・チラシ・SNSなど）
□虐待に関する講演会・勉強会の開催
□相談窓口や通報・通告窓口の周知徹底
□専門機関や福祉サービスの充実・強化
□児童・高齢者・障害者への支援制度の拡充
□地域住民や自治会による見守り活動の推進
□学校や保育園での虐待防止教育の充実
□早期発見のための研修や研鑽（福祉職員・教育関係者向け）
□法律や制度の整備・強化
□虐待を受けた人、虐待をしてしまった人への支援体制の充実(心理ケア・シェ
ルターなど)

□その他（自由記述）
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【検討事項】
本アンケートは、松戸市虐待防止条例が施行から7年が経過したことを踏まえ、
市民を対象に、同条例に対する認知度および虐待に関する認識等を、年齢や職
種などの属性に関わらず把握することを目的に実施するものです。

本調査において、単なる意識調査にとどまらず、市民がアンケートへの回答を通
じて、虐待について自然に理解を深めることのできるよう、「教育的視点」を取
り入れた設問および選択肢の構成を検討しています。

具体的には、「アンケートの回答しやすさ」を確保するとともに、「アンケートの実
施を通じた虐待に対する認識向上」、や「虐待防止に関する啓発」、「虐待という
言葉が持つマイナスイメージの払拭」といった効果が期待できる内容とすること
を目指す場合、どのような設問が望ましいのか、また、どのような選択肢を設定
することで、市民が無理なく虐待に対する理解や気づきを深めることができる
のかについてこの場で検討したいと思います。
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